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■巻頭言 

皆さま、明けましておめでとうございます。 

2022 年の年頭に当たり、謹んで新年のご挨拶を申し上げます。 

 

新型コロナウィルスの感染持続に伴い、密を避けマスク越しの会話が日常化する中で、新しい年を迎えることとな

りました。授業の前倒し、移動制限、ハイブリッド授業の導入など様々な対策にご協力いただき、臨地実習も無事に

終了することができ感謝申し上げます。今年も、昨年に引き続いて、対策に追われる一年になろうかと思いますが、

皆さまには、ご自分自身とご家族を守り、また周囲の大切な方々を守りながら、健やかな日々を過ごして頂きたく思

います。 

 

先行きの見えない日々ですが、こんな日々であるからこそ、正しい情報を的確にとらえること、そして、現在と将

来のご自分と社会のありようを俯瞰的に眺め、主体的に考え判断して、行動することを忘れないで下さい。 

ただ、足許を見たときに、国家試験が無事に受けられるか、就職活動を円滑に進められるかなど、焦る気持ちを持

つこともおありでしょう。心配なこと、気になることがありましたら、どうぞチューターにお話しください。本学で

はチューター制度によりきめ細かな面談・相談に乗れる体制を整えており、教員と学生の距離が近いことを大切にし

ています。また、「教え隊・教わり隊」制度や学生FD 活動もあり、先輩と繋がれるよう努めています。 

 

高校における学びが変わりつつあるなか、探究の時間に代表されるように、生徒自身が世の中を見渡しながら、自

分なりに課題を設定し解決に向けて取り組む学習活動が強化されています。そのような学習を受けた高校生にとって、

大学選択の際「自身の課題意識や思考をどれだけ伸ばせる場なのか」というモノサシを重視されると思われます。そ

うした高校生から選ばれる大学でありたいと考えます。 

そこで、県立大学では入試制度や教育内容をより魅力あるものとするため、令和４年度より「しまねの人創りプロ

ジェクト」に取り組みます。出雲キャンパスでは、健康や食に関する地域課題を知って解決策を探求するなど、地域

に寄り添った教育を目指していきます。具体的には、フィールド学習やゼミ単位での地域貢献活動、研究活動により、

単に地域を知り、健康や食に関する課題解決のための知識や技術を身に付けるだけでなく、「挑戦する力」や「提案す

る力」を育み、地域が求める提案型地域人材の育成をめざします。 

大学全ての構成員と関係者の皆さまお一人お一人が、このプロジェクトに主体的に取り組み、社会の多様な場に発

信し、行動に結びつけて行くことが出来れば、選ばれる大学であるとともに地域社会の持続的発展のための大きな貢

献にもつながると考えています。 

 

2022 年の壬寅（みずのえとら）には、「新しく立ち上がること」や「生まれたものが成長すること」という意味

があるそうです。縁起の良い年になりそうですね。「成長」「始まり」にふさわしい出雲キャンパスをめざしたいと思

います。  

皆様、本年もどうぞよろしくお願いいたします。 

 

2022 年1 月 

副学長 石橋 照子 
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■卒業記念品について 

 今年度、健康栄養学科1

期生が卒業を迎えます。こ

のことに伴い、これまでの

卒業記念品を変更すること

といたしました。これまで

は、ネームペン等をお渡し

していましたが、脱ハンコ

の時代ですので、より実用

的で、また大学を離れても

出雲のことを思い出してく

れるようなものをと考え、

出西窯のマグカップを贈る

こととしました。出西窯の代表的な色使いの呉須釉(ブル

ー)と鉄釉の掛け分けタイプで、曲線の柔らかな見た目のイ

メージと、実際に持った時の指や、飲み口に触れた時の心

地よさを大事にして製作されています。 

 

 

■学生への各種補助について 
 

☆インフルエンザワクチン接種料補助（令和２年度より） 

新型コロナワクチンの職域接種も終了し、多くの学生の

2 回接種が終了しました。しかしながら完全に収束したわ

けではありませんので、今年度もインフルエンザとの同時

流行に備え、全学生を対象として学内でインフルエンザワ

クチンの接種を行い、接種料の補助を行いました。 

☆検定試験受験料補助 （令和元年度より） 

学習意欲及び英語力の向上を支援することを目的とし

て、英語検定受験料の半額補助を行っています。 

☆美術館・博物館入館料補助 （平成27 年度より） 

美術的感性を磨いていただくことを目的として、美術館

や博物館の入館料の半額補助を行っています。 

■国家試験対策について 

国家試験の合格率 100％を目指し、毎年セミナーや模

試に対する補助を行っています。1 月には、直前講習会も

開催予定です。また、試験に係る借り上げバスや宿泊の補

助も行っています。今年もバスを1 台増やして対応する予

定です。今年度は、初めての管理栄養士の国家試験もあり

ます。学生のみなさんが安心して国家試験に臨めるよう、

サポートを行っていきます。 

 また、3 年次生以下の学生についても、模試の補助や対

策講座、今年度は生化学の補習授業も行いました。 

■ハロウィンイベントについて 

今年度も、感染症拡大防止の観点から、秋に開催を予定

していた体育祭は中止となりました。その代わりに、少し

でも楽しいことを！ということで、10 月27 日にハロウ

ィン企画を実施しました。この日は、1 日学生たちに仮装

をして授業を受けることを許可し、教職員が作成した写真

スポットや、バーチャルゾンビモニターを設置し、学生た

ちに楽しんでもらいました。また、教職員もワンポイント

で仮装をして1 日を過ごしました。事務室にもハロウィン

の飾りつけをしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■就職対策について 

就職対策講座として、保健師、管理栄養士・栄養士の行

政職を目指す学生を対象に公務員試験対策講座を開催して

います。 

 

つわぶき後援会の活動 

京都出身の学生生活部長も

着物で1 日過ごしました 
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新型コロナウィルス感染症拡大の影響で、アルバイト収入が減る等、生活状況が苦しくなっている出雲キャン

パス学生に向けて、多くのご寄附をいただきました。地域のみなさまの温かいご支援に心より感謝しております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【鳶巣地区社会福祉協議会様】               【佐田町 板垣様】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【高松地区社会福祉協議会様】            【川跡地区社会福祉協議会様】 

 

◎青色防犯パトロール隊を結成しました 

 学生の安心・安全のために、出雲キャンパスにおい

ても教職員による青パト隊を結成し、10月18日（月）

に出発式を行いました。定期的に大学周辺のパトロー

ルを行っています。 

◎クリスマス会を開催しました 

 12月8日（水）に学生自治会主催のクリスマス会が開

催されました。大学祭同様、オンラインでの開催となり

ましたが、多くの学生が参加し、軽音のライブ動画や抽

選会を楽しみました。また、毎年恒例のクリスマスイル

ミネーションも点灯されました。 
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◆異文化研修Ⅰ（韓国） 

感染症のため、今年度も現地に

行くことはかないませんでした

が、8 月23 日（月）、24 日（火）

の2 日間にわたり、異文化研修Ⅰ

（韓国）の一環として、韓国の大

邱韓医大学の学生とオンライン

による学生発表会を実施しまし

た。 

 

◆キャリアプラン講座：ワークカフェ 

就職活動を始めるきっかけ作りのために、島根県内に事業所を持つ県内外の企業・施設の採用担当者の方々にお越

しいただき、島根県雇用政策課との共催でワークカフェを開催しました。「業界・企業を知る、働くを知る」をテーマ

に、自由に意見交換を行いました。 

日 時：11 月15 日（月）、17 日（水） 

対 象：健康栄養学科3 年次生 

参画企業・医療機関：16 施設（各日8 施設） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

☆令和３年度出雲キャンパス秋学期行事予定 ☆令和４年度出雲キャンパス春学期行事予定 

12 月29 日～３月31 日 冬季・春季休業 ４月４日 入学式 

２月10 日・11 日・13 日 助産師・保健師・看護師国家試験 ６月11 日・12 日 つわぶき祭 

２月27 日 管理栄養士国家試験 ７月２日 保護者懇談会 

３月10 日 卒業式・修了式 ８月１日～９日 春学期定期試験 

  ８月10 日～９月30 日 夏季休業 
 

発行・お問い合わせ先 
〒693－8550 島根県出雲市西林木町151番地 
島根県立大学出雲キャンパス（教務学生課） 

TEL:0853-20-0200㈹ FAX:0853-20-0201 

出雲キャンパスのホームページも 

ぜひご覧ください！ 

http://izumo.u-shimane.ac.jp/ 

 島根県立大学 

マスコット 

キャラクター 

「オロリン」 
 

【参加学生の感想】 

・管理栄養士にも様々な職場があると分かり、とても参考になる時間だった。 

・ホームページやネット上の情報だけではなく、実際に話を聞くことで詳しく聞きたい部分なども知れたので、

いい刺激になった。 

・想像していたよりも管理栄養士を必要としている企業が多く見られ、内容もとても魅力的なものが多かった。

インターンシップなどに積極的に参加していきたい。 


